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みしかなく，それもほぼ1種しかないからである．もちろん韓国の漢字も「説」の γs;:,l,se, y;:,I, 
tal」などのように読み方が4つもあるものもあるが，きわめて例外的な場合である．
「常用漢字表本表J には，延べ2,186種の音読みが載っている．これを平均すれば1種強で，大




















「常用漢字表本表J に掲げてある訓の数は全部で 1,901種である（長谷川 1988:50). これを平






























査したものである（李 1988: 13-60). 
紙幅の関係で割愛したが，日韓両国の漢字の使用頻度は，多少のずれはあるものの，高ければ


















































































習い始めるとき， いちばん頼りにしている辞典・字典は， おもに韓国で出版された F日韓辞典J
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